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1. はじめに 

これまでに国内で多数実施されてきた疲労試験については，試験条

件や試験結果がデータベース（以下，疲労データベース）として蓄積

されており 1)，それらの統計分析結果は，例えば 2012 年に改定された

JSSC 疲労指針 2)における疲労強度等級の設定に際し活用されている．

それ以降にも，主に鋼道路橋の溶接継手を対象とした疲労試験は多数

実施されており，それらを含めて疲労照査の信頼性向上に向けた疲労

強度をあらためて評価することが重要である．本報文では近年実施さ

れた疲労試験結果を収集し，疲労データベースの更新及びその中から

面外ガセット溶接継手を例として分析を行った結果を報告するもの

である． 

2. 疲労データベース更新状況 

表-1 に今回の疲労データベース更新で追加した試験結果数を示す．

今回の更新では主に 2008 年以降に実施された疲労試験を対象とし

た．継手形式では面外ガセット溶接継手の疲労試験体数が最も多く，

次いで荷重伝達型十字溶接継手となっている． 

最も試験体数が多い面外ガセットについて，既往データと追加デー

タ及び試験方法によって比較したものを図-1 に示す．全体のうち約

1/4 が今回追加したデータであり，大多数が軸引張試験により実施さ

れている．一方で，板曲げ振動試験機 3)を用いた曲げ疲労試験（以下，

板曲げ振動試験）の実施が近年増加しつつある． 

既往の疲労試験データと今回追加したものを JSSC 疲労設計曲線と

あわせて図-2 に示す．両者でばらつきの程度はやや異なる傾向が確認

できるが，現行の疲労強度等級の妥当性が確認できる．なお，図-2 に

は止端未処理かつガセット長さ 100mm 以上の結果のみ示している． 

3. 脚長及び曲率半径の疲労強度への影響（面外ガセット） 

面外ガセット溶接継手の全データを対象に，まわし溶接部の脚長及

び曲率半径と疲労強度との関係について分析したものを図-3，4 に示

す．脚長については 6mm 以下，6mm～10mm の 1mm 毎，及び 10mm

以上で分類した．溶接方法による分類はしていない．脚長が大きくな

るにつれて，最小二乗法により算出した近似曲線から得られる 200 万

回疲労強度は大きくなり，S-N 曲線上の傾きは小さくなっていること

から，脚長の増加が疲労強度の上昇に寄与する傾向が確認できる．曲
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268体
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138体

継手形式 試験方法 

非溶接継手 0 体

横突合せ溶接継手 軸引張試験：46 体

縦方向溶接継手 3 体

荷重非伝達型十字溶接継手 軸引張試験：29 体

荷重伝達型十字溶接継手 軸引張試験：62 体

桁試験体：4 体

面外ガセット溶接継手 軸引張試験：383 体

桁試験：39 体

板曲げ振動試験：79 体

面内ガセット溶接継手 0 体

合計 645 体

表-1  疲労データベース 1)への追加数 

図-1  既往データ数と追加試験データ数 
及び試験方法によるデータ数の比較 
（面外ガセット溶接継手） 

図-2  既往データと追加試験データ 
（面外ガセット溶接継手，溶接まま）
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率半径については，曲率半径 1mm 以下の範囲が最も 200 万回

疲労強度が低く，曲率半径が大きくなるにつれて疲労強度が

概ね上昇する傾向が確認できる． 

4. 板曲げ振動試験と軸引張試験結果の比較 

疲労試験方法のうち，軸引張試験と板曲げ振動試験による

疲労試験結果を比較した．ここでは，軸引張試験は既往の疲労

データベースに含まれるものと，板曲げ振動試験の結果とし

ては舘石ら 4)，鶴田ら 5)，石川ら 6),7)，及び松本ら 8)による試験

結果を比較する(板曲げ応力補正及び応力比の補正は無し)．図

-5 に示すように，同じ S-N 曲線に図示した場合，板曲げ振動

試験結果の方が 1 等級程度低い疲労強度を示す傾向にあるこ

とがわかる．板曲げ振動試験の疲労寿命はまわし溶接止端部

から発生したき裂が主板表面に 30mm 進展したとき（N30）と

している点に留意が必要であるが，一様な引張応力状態とな

る軸引張試験と，試験体の先端を振動させ板厚方向に応力が異なる板曲げ振動試験に対しては，き裂発生から進展す

る速度によって寿命が大きく異なる等，疲労寿命の等価な評価については今後の検討が必要である． 

5. 今後の課題 

本報文では溶接継手の疲労強度を対象とした疲労試験データの更新状況及び分析結果を示した．今後は，疲労強度

のばらつき要因の詳細分析を行う予定である．また，近年試験数が増加している板曲げ振動試験について，現行の疲

労設計曲線との関係性を明確にし，今後の疲労強度の設定に向けて疲労データベースの分析を進める予定である． 
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図-3  脚長の疲労強度への影響 
（面外ガセット溶接継手） 

図-4  曲率半径の疲労強度への影響
（面外ガセット溶接継手） 
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図-5  板曲げ振動試験と軸引張試験の結果
（面外ガセット溶接継手） 
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